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２．筑後系（左岸）導水路の特徴：主に福岡

県側へ導水する左岸側施設は、筑後・三潴・

矢部川の３箇所の揚水機場を介して矢部川左

岸筑まで送水する延長約 26km のパイプライ

ンシステムとなっています。 

筑後導水路上流部では三潴上・下流地域の

適切な流量配分を行うため、筑後揚水機場ポ

ンプは吐水槽水位を一定とする回転数制御、

各分水工では流量一定制御を行うやや高度な

水管理システムを導入しています。 

また、三潴揚水機場の直上流部でかんがい

期の昼夜の流量変動が大きい国営田川城島幹

線水路への分水を行うとともに三潴揚水機場

から下流地域の用水が三潴揚水機場の吸水層

に確実に届くように、三潴流入調整弁および

田川城島線各分水工についても流量一定制御

を行うと共にバッファー容量を持つ三潴分水

槽を設け操作の安定化を図っています。 

三潴揚水機場や矢部川揚水機場のポンプ運

転は、供給主導の水管理を行うことから基本

的に吐水槽ではなく吸水槽水位での on-off

制御を行うと共に、各分水工では分水量に応

じたバルブ開度設定を遠方操作する方式とな

っています。また、矢部川揚水機場には小流

量時にポンプを介さず三潴吐水槽水位で末端

の黒崎開注水工まで送水できるバイパスを備

えています。 

なお、この黒崎開注水工のバルブ開閉スピ

ードは極端に遅く設計しています（全開～全

閉８分間）が、それでも全閉時の水撃圧が大

きく現場では手動で慎重に操作しています。 

３．佐賀東部（右岸）導水路の特徴：主に佐

賀県側へ導水する右岸側施設は、佐賀揚水機

場のみの１段揚水で末端の市の江川副地区ま

で送水する約 21km のシステムですが、途中の

城原川横断地点で調整水槽を設け、上・下流

の水理ユニットを分割しています。 

佐賀揚水機場は送水する流量等に応じて吐

水槽の水位を設定する吐水槽水位一定回転数

制御を導入していますが、流量の少ない冬場

などでは吐水槽水位による on-off 制御も行

っています。 

佐賀東部導水路の分水工のうちいくつかの

標高の高い地域に送水する支線パイプライン

（山送り支線）については、当初は供給主導

水管理を図るため一度越流隔壁で縁切りする

計画としていましたが、吐水槽水位を有効に

利用するため直結パイプラインとされ実質的

には需要主導となっています。しかし、これ

ら山送り支線の流量は比較的小さいので佐賀

揚水機場吐水槽水位を一定とするポンプ運転

を行うことで対応しています。 

一方で、佐賀東部導水路の全送水量のうち

大きな割合を占める城原川以西の分水工操作

については、城原調整水槽直上流の城原流量

調整弁で流量一定制御を行い必要量を確実に

城原調整水槽に送ると共に、各分水工では申

し込み水量に応じたバルブ開度一定制御を行

い分水量を監視することで、システム全体と

しては供給主導の水管理を行っています。 

なお、この城原流量調整弁については佐賀

揚水機場吐水槽水位の変動に応じてバルブが

頻繁に動き設備劣化の進行が懸念されたこと

から、平成 13 年度に制御不感帯の見直しを行

い大幅にバルブ作動回数を減らす改良を行っ

ています。 

４．次世代にむけて：筑後川下流の２系統の

長大パイプラインシステムは、昼夜や降雨時

などの流量変更時の水理変動をうまく吸収し

ながら、適正かつ安定した供給主導の水管理

を実現しています。 

しかし、流量など設定値の変更や各分水工

の開閉操作の順序やタイミングなどの判断は

制御システムには組み込まれておらず、人の

経験によるところが少なくありません。 

古いものは４０年近く経った施設もあり新

たな更新整備も必要になってきていますが、

それに併せて例えば人工知能の導入などによ

ってさらなる管理の効率化・高度化ができる

のではないかと考えています。 
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